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 ➀ ユーザーの保有データを取り込んで分析する機能 

 ➁ 任意に指定したエリアにおける統計算出機能 

等を保有する統計GIS （Geographic Information System）機能を提供。 

１．機能の御紹介 

エリア指定（任意） 

指定された 
エリアの統計 

ユーザー保有
のデータ 

自社売上高 
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２．提供データ 

総務省統計局が提供している小地域に係る以下の統計調査結果を提供。 

統計調査名 集計単位 

平成22年国勢調査 

小地域  

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

平成17年国勢調査 

小地域 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

平成12年国勢調査 

小地域 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

統計調査名 集計単位 

平成21年経済センサス
－基礎調査 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

平成18年事業所・企業
統計調査 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 

平成13年事業所・企業
統計調査 

小地域 

1kmメッシュ 

500mメッシュ 



３．活用事例 （平成22年国勢調査小地域集計の結果を表示－界面グラフ） 
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グラフ表示機能では、 
棒グラフ、円グラフ、 
界面グラフの表示が可能 

許諾番号 Z13LD第847号 
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３．活用事例 （ユーザー保有のデータを表示ージオコーディング） 

○住所を経緯度に変換しての取り込み 
 ユーザー保有のデータを 
 ジオコーディングでプロット 

登録内容 

画面上での入力も可能 

出典：室蘭市 むろらんオープンデータライブラリ 



３．活用事例 （半径指定円－100m） 
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エリア作成機能では、 
半径指定円以外に 
多角形、同心円、 
到達圏等の指定が可能 



３．活用事例 （任意エリアでのプロット集計） 

集計エリア 

集計結果 

プロット 平成22年国勢調査小地域集計 



３．活用事例 （リッチレポート） 
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 中心点と半径を指定するだけで 
 同心円内のエリアについて 
 年齢構成等の基本的な分析結果を 
 Excel形式のレポートとして作成 



４．利用登録 
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（２） 利用規約の確認 

（３） 利用申込み画面へ 

GIS機能を利用するためには、ユーザーID及びパスワードの取得が必要。 

ユーザーID及びパスワード取得の流れは、次のとおり。 

（１） 次世代統計利用システムにアクセス 
    （ http://statdb.nstac.go.jp） 

利用登録のGIS機能
を選択 

※ 10月15日から利用申請が可能となります。ユーザーID及びパスワードは、10月18日午
前10時以降、順次メールにて配信いたします。 

http://statdb.nstac.go.jp/


４．利用登録 
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（５） ユーザーID及びパスワードの取得 

ユーザーID及びパスワード
をメールにて配信 

氏名、メールアドレス等の必要事項
を入力後、送信 

（４） 利用申込み画面 

チェックを忘れずに 

 統計センターにて内容確認 

利用申込みをクリック 



参考．統計ＧＩＳ機能の御紹介（提供機能一覧） 
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